
は　じ　め　に

　平成１２年より「２１世紀における国民健康づくり運動（健康日本２１）」として，健康作り施策が
推進されてきたが，「健康日本２１」の中間評価において，健康状態および生活習慣の改善が見ら
れない，もしくは悪化しているなどの現状が明らかにされた１）。その結果，生活習慣病対策の充
実・強化が推進されることとなり，平成２０年４月から特定検診および保健指導の実施が義務づけ
られることとなった２）。「健康日本２１」の中間評価では，栄養状態の問題についても指摘されてお
り，男性については２０歳代から６０歳代の肥満の増加がみられた。女性については２０歳代の痩せ，
４０歳代から６０歳代の肥満の者の割合の減少を目標としているが，その数値はほぼ横ばいであり，
自分の適正体重を認識し，体重コントロールを実践する人の割合は，減少している１）。２０歳代の
者の体重について，国内での現状をみてみると，戦後豊になった食糧事情のもとで，男性は肥満
傾向に向かい，女性は痩身傾向に向かっている３，４）。
　一方，国外の状況について目を向けてみると，先進諸国では，男女とも肥満者の増加が問題と
なっており，本研究で対象としたオーストリアでも，心血管疾患による死亡率が高く，これには
過体重，肥満の問題，それに関わる食生活の問題が関連していることが明らかにされており，食
生活の改善が勧められている５－７）。オーストリアはもとより，多くの先進諸国で，男女とも肥満
の増加が，深刻な問題となっている中，先進国でありながら，日本ほど痩せている女性が多い国
は，他に類がない８）。
　体重コントロールに影響する要因としては，主に食生活や運動をあげることができる。日本の
食生活についてみてみると，１９８０年代の日本型食生活は，栄養的にバランスのとれた食事である
と，世界的に高く評価されてきた。しかし近年では，食生活の洋風化にともない，脂肪からのエ
ネルギー摂取量が増加し，加えて運動量の減少も影響して，エネルギー過剰摂取の傾向にある。
このような状況にもかかわらず，２０歳代から４０歳代の日本の女性が痩身傾向にあるのは，痩せて
いることが理想的であるとする社会・文化的影響を背景とした心理的要因が作用していることや９），
女性が男性に比較して，食生活に対する知識，態度，行動面で異なった傾向を示すためであると
考えられる２）。そのため男性と同様，洋風化した食生活を送っていても，男性とは異なった食行
動をとり，男性のような体重増加がみられないと考えられる。
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　体重のコントロールに関連する食行動として，抑制的摂食，情動的摂食，外発的摂食があると
考えられている１０）。Van Strienらは，身体精神理論（psychosomatic theory）および外在性理論
（externality theory）を根拠に，人の肥満は過食によるものであるとしている１０）。そして身体精神
理論では，特に怒りや恐れや不安によって生じる情動的摂食に注目しており１１），外在性理論では，
食べものの匂いや食べものを見ることなどの刺激によって誘発される外発的摂食に注目している１２）。
また Hermanや Polivyらは，抑制的摂食に関する理論の中で，摂食抑制の強い者ほど，いった
ん何かがきっかけで，そのたががはずれると，多くを摂取するとし，摂食抑制の結果，情動的摂
食や外発的摂食が生じることを実験により証明し，抑制的摂食と情動的摂食，外発的摂食との関
連性について指摘している１３－１６）。つまりこれらの理論を総合すると，Figure １ に示したように，
BMI（Body Mass Index）値は，情動的摂食や外発的摂食といった食行動と直接的に関係すると
同時に，抑制的摂食と関連し，抑制的摂食の反動として情動的摂食や外発的摂食が生じるといっ
た関係も存在すると考えられる。

　また甘味は，エネルギーの所在を示す味であるため，抑制的摂食と関連深い食物の特徴である
と考えられる。そして甘味を摂取すると，体内のオピオイド物質が増加し，ストレスが軽減され
ることも明らかにされていることから１７），甘味に対する態度は，怒りや不安を和らげるための摂
食行動である情動的摂食とも関連があると考えられる。加藤が，日本の女子学生を対象として，
痩せ願望，ストレス，甘味に対する態度との関連について調べたところ，日本の女子学生は，ス
トレスをともなう痩せ願望が強くなればなるほど，甘味に対する態度がポジティブになることや，
甘味に対する態度は，食行動の異常傾向にも関連していることが明らかにされた１８，１９）。つまり女
子学生は甘味に対して特徴的な態度を持っている事が示されている。
　本研究では，日本とオーストリアの大学生を対象として，体重コントロールと関連する食行動
の特徴を明らかにするために，BMI値，抑制的摂食，情動的摂食，外発的摂食，甘味に対する態
度について検討することとした。

方　　　　　法

１．  調 査 対 象
　調査対象者は，日本の男子学生６２名（平均年齢２０．１８±０．６２歳），女子学生１０４名（平均年齢
２０．１１±０．５９歳）合計１６６名，オーストリアの男子学生８６名（平均年齢２３．０８±２．９２歳），女子学生
８８名（平均年齢２３．１９±４．７８歳）合計１７４名であった。調査は，大学での講義終了後，質問紙調査
によって行われた。調査への参加は，自由意志による参加であり，成績には関係ないことが告げ
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Figure １　BMI値と抑制的摂食，情動的摂食，外発的摂食との関係を示すモデル



られ，無記名で行われた。なお欠損値を含むケースは削除して解析を行った。

２．  調 査 内 容
　１　BMI値：身長および体重についてたずね，BMI値を算出した。
　２　DEBQ（The Dutch Eating Behavior Questionnaire）：体重コントロールと関連するとさ
れている抑制的摂食，情動的摂食，外発的摂食の３因子からなる食行動尺度 DEBQを利用した。
DEBQは，Van Strienらによって開発された尺度であり，抑制的摂食１０項目，情動的摂食１３項目，
外発的摂食１０項目，合計３３項目から構成される尺度である１０）。日本語版の質問紙は，今田によっ
て邦文化された日本語版 DEBQの一部を修正した修正日本語版 DEBQ使用した。それぞれの質
問に対して，「全くない（１点）」から「いつも（５点）」の５件法で回答させた。
　３　甘味に対する態度：加藤は，甘味に対する態度に関して，甘味に対するメリット感１３項目，
デメリット感４項目，接近動因７項目，回避動因４項目，合計２８項目，４つの因子から構成され
る尺度を作成している１８）。この尺度は，一定の妥当性と信頼性が確認されている。それぞれの質
問に対して，「全くそう思わない（１点）」から「非常にそう思う（６点）」までの６件法で回答
させた。英語版甘味に対する態度に関する尺度は，日本語版を英語に翻訳し，その後，日本に在
住するバイリンガルのオーストリア人が，正確に翻訳されているかを確認した。

結果および考察

１． 尺度の信頼性の確認
　DEBQの信頼性を確認するために，英語版 DEBQと修正日本語版 DEBQのクロンバック a
係数を算出したところ，抑制的摂食 ０．８９ と ０．９１，情動的摂食 ０．９４ と ０．９５，外発的摂食 ０．８５ と 
０．７３ であり，英語版 DEBQにおいても修正日本語版 DEBQにおいても，一定の信頼性が確認さ
れた。次に英語版と日本語版の甘味に対する態度を測定する質問紙の信頼性を確認したところ，
メリット感 ０．８７ と ０．９５，デメリット感 ０．６９ と ０．６２，接近動因 ０．７７ と ０．８７，回避動因 ０．２５ 
と ０．７６ であり，英語版甘味に対する態度の回避動因のクロンバック a 係数の値が著しく低かっ
たので，甘味に対する回避動因については，その後の分析には使用しないこととした。よって甘
味に対する態度を測定する尺度は，メリット感，デメリット感，接近動因の３つの因子を用いて
分析をすすめることとした。

２． BMI値の特徴
　調査対象者が回答した身長と体重をもとに，それぞれの BMI値を算出し，その平均値と標準
偏差をもとめた（Table １）。これらの平均値の差について，国と性を独立変数として，二元配置
の分散分析を行ったところ，国，性による主効果があり，オーストリアの学生の BMI値は，日
本の学生の BMI値よりも高く，男子学生の BMI値は，女子学生の BMI値よりも有意に高かっ
た。さらに国と性による交互作用がみられたので，下位検定（ボンフェローニの多重比較）をお
こなったところ，オーストリアの男子学生の BMI値は，他の群の BMI値に比較して有意に高い
値であった。
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３． 食行動の特徴
　抑制的摂食，情動的摂食，外発的摂食の程度の平均値を算出し，国と性を独立変数として分散
分析を行い，その結果を Table ２ に示した。国による効果が確認されたのは，抑制的摂食と外発
的摂食であった。オーストリアの学生に比較して，日本の学生の方が，抑制的摂取の程度も外発
的摂取の程度も有意に高くなっていた。また抑制的摂食，情動的摂食，外発的摂食のすべての食
行動において，性による効果がみられ，男子学生に比較して，女子学生では，抑制的摂食，情動
的摂食，外発的摂食の程度がすべて高くなっていた。国と性による交互作用は，みられなかった。

　肥満は，抑制的摂食とそれにかかわる情動的摂食および外発的摂食による過食と関連している
とされているが１０），オーストリアの学生より，BMI値の低い日本の学生の方が，抑制的摂食の程
度も外発的摂食の程度も高く，男子学生よりも BMI値の低い女子学生の方が，抑制的摂食，情
動的摂食，外発的摂食の程度が高くなっており，これらの分析結果からは，抑制的摂食，情動的
摂食，外発的摂食の程度の高さは，肥満の原因となる過食とは関連がないと考えられる。
　甘味に対する態度についても平均値を算出し，国と性を独立変数として分散分析をおこなった
（Table ３）。その結果，甘味に対するデメリット感において，国による効果のみがみられず，その
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Table １　日本とオーストリアの学生の身長，体重，BMI値の平均値と標準偏差および BMI値の分散分
析と多重比較の結果

BMI値体　重身　長

多重比較
結果F値SDMNSDMNSDMN

c ＞ a, b, d

***１８．６３国１．５５２０．８９６０ ６．３４６１．４１６０６．７７１７１．４０ ６２男子学生ａ
日　本 ***１７．９３性１．９３２０．４０９１ ６．２１５１．１０９１５．８８１５８．１９１０４女子学生ｂ

* ５．４１国×性２．６８２２．６１８４１０．１９７３．１８８４５．９１１７９．８０ ８４男子学生ｃオース
トリア ２．６０２０．９１８５ ８．２２５８．９２８５６．１７１６８．０８ ８８女子学生ｄ

*: p ＜０．０５,  **: p ＜０．０１,  ***: p ＜０．００１

Table ２　DEBQの平均値，標準偏差および分散分析結果

F 値
全　　体女子学生男子学生

SDMNSDMNSDMN

***１７．７４国０．８１２．３５１５６０．７８２．７１ ７４０．６８２．０２ ８２オーストリア抑制的摂食
***８５．２３性０．８９２．８５１６００．６８３．１９１０００．９３２．２８ ６０日 本
n.s. １．５０国×性０．８９２．６０３１６０．７６２．９８１７４０．８０２．１３１４２全 体
n.s. ０．３５国０．８８２．３５１５６０．８９２．５９ ７４０．８２２．１２ ８２オーストリア情動的摂食
***２３．６１性１．００２．４９１６００．９９２．６９１０００．９３２．１５ ６０日 本
n.s. ０．１３国×性０．９５２．４２３１６０．９５２．６５１７４０．８７２．１３１４２全 体
***６５．０３国０．７５３．０４１５６０．６０３．２０ ７４０．８４２．８９ ８２オーストリア外発的摂食
** ７．９４性０．５８３．６７１６００．５９３．７１１０００．５６３．６０ ６０日 本
n.s １．７６国×性０．７４３．３６３１６０．６４３．５０１７４０．８１３．１９１４２全 体

*: p ＜０．０５,  **: p ＜０．０１,  ***: p ＜０．００１



他の因子においては，国による効果，性による効果，国と性による交互作用がみられた。日本の
学生はオーストリアの学生に比較して甘味に対して高いメリット感を持ち，甘味に対する接近動
因が高くなっていた。そして男子学生に比較して女子学生は，甘味に対するメリット感もデメリッ
ト感も高く，甘味に対する接近動因も高くなっていた。甘味に対してもっともメリット感を強く
感じ，接近動因が高いのは，日本の女子学生であり，デメリット感をもっとも強く感じているの
は，オーストリアの女子学生であった。つまりエネルギーの所在を示す甘味であるが，BMI値の
低い日本の女子学生に甘味はもっとも受け入れられており，甘味に対する態度は，BMI値と，関
係性がないことが予測できる。

４． BMI値，食行動の関連性
　Hermanや Polivyは，摂食抑制の反動として，情動的摂食や外発的摂食などの過食が生じると，
過食につながる食行動の関連性について指摘している１４）。つまりそれぞれの食行動の高さが，体
重コントロールに関連しているだけではなく，抑制的摂食，情動的摂食，外発的摂食の関連性が，
体重コントロールに影響しているのではないかと考えられる。そこで BMI値と食行動との関連
性について調べる必要があると考え，BMI値，抑制的摂食，情動的摂食，外発的摂食および甘味
に対する態度との相関関係について検討した。
　はじめに日本の学生の BMI値と食行動との間の相関係数を算出したところ，男子学生では，
BMI値と相関関係にある食行動はみられなかった。女子学生では，甘味に対するデメリット感と
BMI値との間に正の相関関係がみられ，日本の女子学生では，甘味に対する態度が，体重コント
ロールと関連していることが示唆された。一方オーストリアの大学生の BMI値と食行動との関
連をみてみると，男女ともで BMI値は，抑制的摂食および情動的摂食と正の相関関係にあり，
Van Strienらが示したように１０），体重のコントロールには，抑制的摂食と情動的摂食が関わって
いることが明らかとなった。しかし甘味に対する態度は，BMI値と関連していなかった。
　次に抑制的摂食，情動的摂食，外発的摂食との関連をみてみると，日本においてもオーストリ
アにおいても，男子学生では，抑制的摂食は情動的摂食と正の相関関係にあり，情動的摂食は外
発的摂食と正の相関関係にあった。Van Strienらは，外発的摂食も情動的摂食と同様に，抑制的
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Table ３　甘味に対する態度の平均値，標準偏差および分散分析結果

F 値
全　　体女子学生男子学生

SDMNSDMNSDMN

***２１２．６４国０．８８２．７７１５９０．８８２．８７ ７６０．８７２．６８ ８３オーストリアメリット感
*** ３６．２４性０．９７４．３１１６４０．７２４．６９１０２１．０２３．７０ ６２日 本
*** １６．５５国×性１．２１３．５５３２３１．２０３．９１１７８１．０６３．１２１４５全 体
n.s.  ０．０１国１．１９３．７７１５９０．９３４．３４ ７６１．１６３．２４ ８３オーストリアデメリット感
*** ５９．４２性０．９０３．８７１６４０．７８４．０９１０２０．９８３．５１ ６２日 本
*  ５．７０国×性１．０５３．８２３２３０．８６４．２０１７８１．０９３．３６１４５全 体
*** ４６．１９国１．０２２．９０１５９１．１１３．１０ ７６０．９０２．７２ ８３オーストリア接近動因
*** ３１．７３性１．１０３．７９１６４０．９０４．１３１０２１．１８３．２３ ６２日 本
*  ５．２２国×性１．１５３．３５３２３１．１２３．６９１７８１．０５２．９４１４５全 体

*: p ＜０．０５,  **: p ＜０．０１,  ***: p ＜０．００１



摂食の反動として生じることを Hermanらの研究を根拠に指摘しているが１０,１３－１６），今回の調査
では，抑制的摂食と外発的摂食との間には直接的な関係はみられず，外発的摂食は，情動的摂食
を介して，間接的に抑制的摂食と関連していた。
　女子学生では，日本においてもオーストリアにおいても抑制的摂食と情動的摂食の間に，相関
関係はみられなかったが，情動的摂食と外発的摂食との間には，正の相関がみられた。つまり女
子学生では，抑制的摂食の反動として，情動的摂食や外発的摂食が生じている可能性が低いと考
えられる。
　これらの結果からもっとも肥満の程度が深刻であるオーストリアの男性において，Van Strien
らや Hermanらが主張している１０,１３－１６），体重コントロール，抑制的摂食と情動的摂食，外発的
摂食の関連性が強く見出された。オーストリアの男子学生では，抑制的摂食と情動的摂食の相関
の程度の高さが，特に高かったことも，オーストリアの男子学生で，この関係性がよく機能して
いることを支持すると考えられる。つまりオーストリアの男子学生では，体重コントロールのた
めのダイエットをしようと思えば思うほど，これによるリバウンドが生じやすく，より体重増加
をもたらす傾向にあるといえる。
　一方，オーストリアの女子学生においては，BMI値と抑制的摂食の間に相関が見出されたもの
の，抑制的摂食と情動的摂食や外発的摂食の間には相関関係がみられなかった。つまり，オース
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Table ４　日本の学生の BMI値と食行動との相関

外発的摂食情動的摂食抑制的摂食接近動因メリット感デメリット感BMI値

－０．０３０．０１０．０６－０．２５－０．１６０．０１rＢＭＩ値
n.s.n.s.n.s.n.s.n.s.n.s.p
５９５９６０６０６０６０N

－０．０９－０．１１０．２５０．２１０．２１０．３６rデメリット感
n.s.n.s.n.s.n.s.n.s.***p
６１６１６２６２６２９０N
０．２７０．３１０．２５０．７７０．０６０．０６rメリット感
**n.s.***n.s.n.s.p
６１６１６２６２１０２９０N

０．３７０．３３０．２２０．７３０．０４０．０８r接近動因
***n.s.***n.s.n.s.p
６１６１６２１０３１０３９１N

－０．１３０．２６－０．１００．０００．１８０．００r抑制的摂食
n.s.*n.s.n.s.n.s.n.s.p
６１６１１０３１０２１０２９０N
０．４９－０．１２０．３３０．３７－０．１０－０．０７r情動的摂食
***n.s.******n.s.n.s.p
６０１０３１０４１０３１０３９１N

０．４６－０．２００．４２０．４２０．１３０．１５r外発的摂食
***n.s.******n.s.n.s.p
１０１１００１０１１００１００８９N

*: p ＜０．０５,  **: p ＜０．０１,  ***: p ＜０．００１
上段は男子学生，下段は女子学生



トリアの女子学生の場合，抑制的摂食が高まっても，摂食抑制によって生じる情動的摂食や外発
的摂食は生じにくいと考えられる。そのためオーストリアの男性ほど深刻な肥満が生じないのか
もしれない。しかし情動的摂食は，BMI値，外発的摂食と関連しており，オーストリアの女子学
生においては，情動的摂食が体重コントロールに影響すると同時に，外発的摂食も間接的に体重
コントロールに影響していることが示された。
　甘味に対する態度と DEBQとの関連について検討したところ，日本の大学生，オーストリア
の女子学生において，甘味に対するメリット感や接近動因は，情動的摂食や外発的摂食と関連し
ていた。オーストリアの男子学生については，甘味に対するメリット感と接近動因は，情動的摂
食と関連していたが，外発的摂食については，甘味に対するメリット感とは相関関係がみられず，
甘味に対する接近動因とのみ相関関係がみられた。
　甘味に対する態度は，直接的には，体重コントロールと関係がないが，情動的摂食や外発的摂
食を介して，体重コントロールと関連していると考えられ，甘い物を情動的，外発的に摂取する
ことに注目する必要があることが示された。また甘味に対する態度と，情動的摂食，外発的摂食
との相関の程度は男子学生よりも女子学生に強く，甘味に対する態度が，女子学生の食行動の内
容をみていく上で，特徴的な指標であることが示唆された。
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Table ５　オーストリアの学生の BMI値と食行動との相関

外発的摂食情動的摂食抑制的摂食接近動因メリット感デメリット感BMI値

－０．０４０．２３０．２９－０．０６－０．０１０．０９rＢＭＩ値
n.s.***n.s.n.s.n.s.p
８３８２８３８４８１８４N
０．３５０．０４０．０９０．３７０．０９０．０５rデメリット感
**n.s.n.s.***n.s.n.s.p
８５８３８４８６８３８２N

－０．０６０．４１０．０８０．６４－０．０６０．２０rメリット感
n.s.***n.s.***n.s.n.s.p
８２８０８１８３７８７７N
０．２７０．２９０．０３０．７３－０．１００．１１r接近動因
***n.s.***n.s.n.s.p
８５８３８４７７８２８１N
０．１３０．６７－０．０７－０．０１０．３８０．３６r抑制的摂食
n.s.***n.s.n.s.*****p
８３８３７６７５７７７５N
０．３１０．２００．４４０．４６－０．０４０．２４r情動的摂食
**n.s.******n.s.*p
８２７４７３７３７４７３N

０．５８－０．０８０．５４０．４０－０．１２０．０１r外発的摂食
***n.s.******n.s.n.s.p
７５７８８３７９８４８３N

*: p ＜０．０５,  **: p ＜０．０１,  ***: p ＜０．００１
上段は男子学生，下段は女子学生



まとめと今後の課題

　肥満の程度の高さがもっとも懸念されるオーストリアの男子学生で，摂食に対する抑制が高ま
れば高まるほど，情動的摂食や外発的摂食の程度が高まり，過剰な体重増加がもたらされるとし
た Van Strienらや Hermanらの理論がよくあてはまると考えられる。
　しかし日本の女子学生についてみてみると，日本の女子学生は強い痩せ願望を持っており，抑
制的摂食の程度が高く，過食につながるとされる情動的摂食や外発的摂食の程度も高いことが，
先行研究においても今回の調査においても確認されている２１）。それにもかかわらず男子学生に比
較して女子学生は痩せており，Van Strienらや Hermanらの理論とは，異なった傾向がみられる。
今回の調査で，日本の女子学生では，情動的摂食と外発的摂食が BMI値や抑制的摂食と関連が
ないことが示され，抑制的摂食の反動である過食として，情動的摂食や外発的摂食が位置付いて
いないと考えられる結果が得られた。情動的摂食は，怒りや不安といったストレスをやわらげる
ための摂食行動であり，ストレス対処方略のひとつである。ストレスによって引き起こされた生
理的機能低下を食べることによって補うことは，生理的，心理的ホメオスタシスを維持するため
には，有効な方法である。日本の女子学生は，情動的摂食によって，心理的ストレスとこれによっ
て引き起こされる生理的ストレスを自己制御できているのかもしれない。また外発的摂食は，食
べ物の見た目や匂いなどによって引き起こされる食行動である。つまり食に対して関心が深く，
食を楽しもうという意識が強いほど，外発的摂食が生じる可能性は高まると考えられる。男性に
比較して女性は，食生活に対する知識を活用しようとしたり，食生活を改善したりしようとする
態度が優れていることが報告されている１）。このような食生活に関する知識や態度が，情動的摂
食や外発的摂食を自己制御するうえで影響し，男性と同様，食糧が豊富な食環境で生活しながら
過体重や肥満に傾かないのではないかと考えられる。
　しかし一方で，若年女性は近い将来，子どもを出産する可能性が高く，妊婦が痩せていること
が，胎児にとって低栄養状態となる環境を作り出し，胎児の代謝に影響するとの報告があること
から２２），若年女性の痩せが健康的であるかどうかについては，疑問視されるところである。また
先進国でありながら日本の女性の痩せの程度が著しい背景には，食行動パターンの相違だけでは
なく，ボディ・イメージに対する問題も存在すると考えられる。ボディ・イメージの歪みの背景
には，心理的な脆弱性の存在が指摘されており，栄養的な評価とともにあわせて注目する必要が
あると考えられる。そこで今後は，ボディ・イメージとの関連についても検討する必要がある。
　本調査では，国際比較を行うことによって，それぞれの国の特徴や性差を明らかにすることが
できた。しかし得られた調査結果は，限られた人数を対象として行ったものであるため，さらに
多くの調査対象者を対象として，検討を重ねる必要がある。
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Appendix I　修正日本語版 DEBQ尺度

 １． 体重のことが気になって，すすめられた食べ物，飲み物を断ることがありますか ?
 ２． おいしいものがあったら，すぐに食べてしまいますか？
 ３． 自分の食べるものには，充分に注意をはらいますか ?
 ４． 不安や心配なとき，また緊張しているときに，何か食べたくなります ?
 ５． 体重に注意して，食間には食べないようにしていますか ?
 ６． 食事の準備をしているとき，つまみ食いをしたくなりますか ?
 ７． 匂いがよく，おいしそうに見えた食べ物のときは，いつもより多く食べてしまいますか ?
 ８． だれかにがっかりとさせられるようなことがあったとき，何か食べたくなりますか ?
 ９． 他人が食べているのを見ると，同じように食べたくなりますか ?
１０． おいしそうなものを見たり匂ったりすると，それを食べたくなりますか ?
１１． イライラしているとき，何か食べたくなりますか ?
１２． 食べ物がおいしいとき，いつもより多く食べてしまいますか ?
１３． 食べ過ぎると，その後数日は食べる量を減らしますか ?
１４． 不機嫌なとき，何か食べたくなりますか ?
１５． 失望しているとき，何か食べたくなりますか ?
１６． おびえているとき，何か食べたくなりますか ?
１７． 太らないようにする為，食べる量に注意をしていますか ?
１８． 誰かの食べているようすが視野に入っていると，つられていつもより多く食べてしまいますか ?
１９． 食事のとき，もう少し食べたいと思うところでやめるようにしていますか ?
２０． 物事があなたの考えとは逆の方向，あるいは，悪い方向に進んでいるとき，何か食べたく

なりますか ?
２１． 孤独だと感じているとき，何か食べたくなりますか ?
２２． 気が動転しているとき，何か食べたくなりますか ?
２３． 食べるとき，体重のことが気になりますか ?
２４． お菓子売り場の前を通りかかったら，おいしそうなものを買いたくなりますか ?
２５． 体重に注意して，夜おそくには食べないようにしていますか ?
２６． 退屈したり落ち着かないとき，何か食べたくなりますか ?
２７． 何もすることがないとき，何か食べたくなりますか ?
２８． 不愉快なことが起こりそうなとき，何か食べたくなりますか ?
２９． 太らないような食べ物を選んで食べていますか ?
３０． 憂うつなときやがっかりしているとき，何か食べたくなりますか ?
３１． パン屋の前を通りかかったら，おいしそうなものを買いたくなりますか ?
３２． おいしい食べ物を目の前にして，それを食べないでいることができますか ?
３３． 体重が増えたとき，いつもより食べる量を減らしますか ?
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抑制的摂食：項目番号１，３，５，１３，１７，１９，２３，２５，２９，３３
情動的摂食：項目番号４，８，１１，１４，１５，１６，２０，２１，２２，２６，２７，２８，３０
外発的摂食：項目番号２，６，７，９，１０，１２，１８，２４，３１，３２



Appendix II　日本語版甘味に対する態度尺度

 １． 甘い物は体に良くないと思う
 ２． 甘味は疲れをいやす
 ３． 甘い物がいつもそばにある
 ４． 甘い物があるとやさしい気持ちになる
 ５． 食事の代わりに甘い物を食べて済ませることがある
 ６． 甘味は虫歯の原因である
 ７． 甘い物があると話が弾む
 ８． 甘い物を食べると落ち着く
 ９． 頭を使った後は甘い物に限る
１０． 甘い物がなかったらつらい
１１． この世から甘味がなくなったら楽しみが一つ減る
１２． 友達がくるときは甘い物を用意している
１３． 甘い物を食べないよう心がけることは良いことである
１４． 甘い物を食べると気分転換になる
１５． 甘い物を食べると満足する
１６． 甘い物があっても捨ててしまうことがある
１７． お土産に甘い物をもらってもひとにあげてしまう
１８． 甘い物を食べるとストレス解消になる
１９． 甘い物がそばにあると幸せだ
２０． 甘い物が置いてあってもいつまでもなくならない
２１． 甘い物をたべると集中力が上がる
２２． 甘い物をすすめられると困る
２３． 甘い物を食べると気分がゆったりする
２４． 甘い物は注意して食べるべきである
２５． 甘い物があるとなごやかに話ができる
２６． 甘い物をみると，つい買ってしまう
２７． 甘い物には目がない
２８． 甘い物を食べると元気が出る
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メリット感：項目番号２，４，７，８，９，１４，１５，１８，１９，２１，２３，２５，２８
デメリット感：項目番号１，６，１３，２４
接 近 動 因：項目番号３，５，１０，１１，１２，２６，２７
回 避 動 因：項目番号１６，１７，２０，２２



Appendix III　英語版甘味に対する態度尺度

 １． I think eating sweets is not good for the body.
 ２． Eating sweets helps against tiredness.
 ３． I always keep sweets nearby.
 ４． If there are sweets, I feel tender-hearted.
 ５． Sometimes I can eat sweets instead of a meal.
 ６． Sweets are the cause of tooth decay.
 ７． If there are sweets, a conversation becomes lively.
 ８． Eating sweets calms me down.
 ９． There is nothing better than sweets after mental work.
１０． Life would be bitter, if there were no sweets.
１１． If all sweets disappeared from this world, one of my delights would disappear with them.
１２． When a friend comes, I prepare sweets.
１３． It is good to keep it in mind not to eat sweets.
１４． Eating sweets changes my mood.
１５． I get satisfaction from eating sweets.
１６． Even if I have sweets, I throw put them away.
１７．  Even if I receive sweets as a souvenir or present, I give them to other people.
１８． Eating sweets reduces stress.
１９．  I am happy, if there are sweets nearby.
２０．  Even if sweets are put on the table, I can stop eating.
２１．  Eating sweets raises one’s concentration.
２２．  Recommendations to eat sweets confuse me.
２３． I relax when I eat sweets.
２４．  Sweets should be eaten with care.
２５．  If there were sweets, the meeting would be sociable.
２６． When I see sweets, I buy them without much consideration.
２７．  I love sweets.
２８． Eating sweets raises my spirits.

〔２００８．９．２９　受理〕
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